
 

 

 

   

 

 

 

 

令和７年度第３回 

宮城県保健環境センター評価委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 令和７年１２月１７日（水） 

 午前９時から午前９時４０分まで 

場所 保健環境センター大会議室 
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１ 開 会 

 

２ 挨 拶（保健環境センター所長） 

 

３ 保健環境センター評価委員会条例第 4条第 2項の規定による会議成立の宣言 

（委員 6人出席） 

 

４ 議 事 

（１） 審議事項 ア 評価委員会の公開の可否について 

議長（山田委員長）：皆さんおはようございます。今年度は機関評価並びに課題評価ということ

で、皆さまの貴重なお時間を、御都合つけていただいて、今日なんとか機関評価の答申案をまと

める作業に入りますので、最後まで御協力、御支援をいただければと思います。本日はどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

次第の順に議事を進めますので、円滑な議事に御協力をお願いいたします。 

審議事項ア「評価委員会の公開の可否について」事務局から説明をお願いいたします 

事務局：（情報公開条例に基づく会議の公開について説明） 

議長（山田委員長）：それでは本委員会の公開の可否について審議いたします。会議の非公開につ

いて該当事項はないということですので、本委員会は公開することとして、よろしいでしょう

か。 

＜異議なし＞ 

議長（山田委員長）：それでは、異議はないようですので本委員会は公開することといたします。

事務局から本日の傍聴者について報告をお願いします。 

事務局：本日の傍聴者はございません。 

議長（山田委員長）：ありがとうございました。 

 

（１） 審議事項 イ 令和 7年度宮城県保健環境センター機関評価答申（案）について 

議長（山田委員長）：それでは審議事項イ「令和 7年度宮城県保健環境センター機関評価答申

（案）について」でございます。 

前回、知事から「宮城県保健環境センターの機関評価について」と題して諮問を受けておりま

す。今回の評価委員会では、諮問に対する答申をまとめていくこととなりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

それでは、「令和 7年度宮城県保健環境センター機関評価答申（案）について」事務局から説明

をお願いします。 

事務局：（資料 1、2、3に沿って説明） 

議長（山田委員長）：ただいまの説明に関しまして、委員の皆さまから何か御質問など、進め方等
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についても、疑問点あるいは御確認がございましたら、お願いいたします。 

＜質疑等なし＞ 

議長（山田委員長）：それでは、このまま進めさせていただいてよろしいでしょうか。 

＜異議なし＞ 

議長（山田委員長）：ありがとうございます。それでは資料 1記載の方法で、答申をとりまとめて

いくことといたします。 

次に、資料 2「宮城県保健環境センター機関評価答申（案）」及び資料 3「機関評価票集約表」に

ついて説明をお願いいたします。 

副所長兼企画総務部長：（資料 2及び 3に沿って説明 欠席の木村委員から事前意見等がなかった

こともあわせて説明） 

議長（山田委員長）：それではただいまの説明につきまして、範囲も広いので順番にそれぞれの委

員の皆さまから御意見をいただいた内容が、今回の答申案の文言として反映されているかどう

か、御確認いただきながら、引き続き整理していきたいと思います。各委員から御意見いただい

たもので同類のものは、適切にまとめながら文書化されているかと思うのですが、まとめ作業の

中で主張したい意見のニュアンスがずれているのであれば、文言を修正しながら決めさせていた

だきますので、忌憚なく御発言いただければと思います。 

⚫ １ 県民や社会的ニーズへの対応 

議長（山田委員長）：それでは最初に資料 2の 3ページ目「県民や社会的ニーズへの対応」の確認

をしていただければと思います。意見が 5つにまとめられていますが、委員の皆さまいかがでし

ょうか。この中で修正を求めるような御発言はありますでしょうか。事前に御確認いただいてか

ら御参加いただいているかと思いますので、特にここで御発言がなければ、この内容でまとめさ

せていただきたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

＜質疑・修正意見等なし＞ 

議長（山田委員長）：はい、ありがとうございます。 

 

⚫ ２ 組織運営体制 

議長（山田委員長）：それでは続きまして 2「組織運営体制」です。こちらも 5つにまとめられてお

りますが、いかがでしょうか。ちなみに事務局は、まとめ作業する時に何か AIのツールを使っ

たりとか、そういう形でまとめられてきたのですか。 

事務局：最初は AIを使いましたが、AIを使うとやっぱりやりすぎ、言いすぎな部分も結構あった

ため、原文になるべく沿ったような形に戻すといった調整をしております。 

議長（山田委員長）：ありがとうございます。私の方でも各先生方の主張されたい意見のキーワー

ドを抜粋し、照らし合わせながらチェックしてきたのですけども、うまくまとまっているように

感じたので、ニュアンスがそんなにずれていなければ、こういったまとめでもいいのではないか

なと思っていたところです。委員の皆さまいかがでしょうか。よろしいですかね。 
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 ＜質疑・修正意見等なし＞ 

議長（山田委員長）：それでは、組織運営体制についての案についても、このまとめとさせていた

だきます。ありがとうございます。 

 

⚫ ３ 主要事業 

議長（山田委員長）：それでは続いて、「主要事業」です。主要事業については、3つにまとめられて

おります。特に情報発信とか、あるいは環境情報センターや気候変動適応センターの使い勝手に

ついての御意見が多かったなと思います。また、若手職員の業績にもつながる論文執筆等の促し

も積極的にやっていただきたいという内容についても御指摘いただいているものになります。特

によろしいですか。 

＜質疑・修正意見等なし＞ 

議長（山田委員長）：ありがとうございます。それでは、主要事業につきましても、この答申案のま

とめとさせていただきます。ありがとうございます。 

 

⚫ ４ 調査研究 

議長（山田委員長）：続いて、6ページになります「調査研究」ですね。こちらは 4つにまとめられ

ております。いかがでしょうか。調査研究を通して得られた知見の積極的な広報、あるいはセンタ

ーで実施されている研究発表会の発表を充実させてはいかがかという意見もいただいていると思

います。業務的には先端的な手法を導入されて、十分な成果を得られているという評価をさせて

いただいているところではありますけれども、いかがでしょうか。 

佐藤委員：①の後半のところで、私の意見した部分を書いたもので、研究発表会に「原則全職員が」

と書いてあるのですけれども、あまりプレッシャーにしてもらっても困るので、この辺はもう少

し柔らかめに書いていただいても結構だと申し添えたいと思います。 

議長（山田委員長）：では、今変えましょう。「原則として」と付けるとちょっときついですかね。「今

後は、全職員が発表を目指せるように工夫していただきたい」としてはいかがでしょうか。 

佐藤委員：その程度で結構です。 

議長（山田委員長）：読み上げると、「今後は、全職員が発表を目指せるように工夫していただきた

い」。ありがとうございました。ほかはいかがでしょうか。 

＜質疑・修正意見等なし＞ 

議長（山田委員長）：ほかにないようでしたら、ただ今の小さな修正にはなりますけれども、これを

踏まえたまとめとさせていただきたいと思います。ありがとうございます。 

 

⚫ ５ 前回答申された評価結果に基づいて講じた措置 

議長（山田委員長）：それでは、7ページになります。「前回答申された評価結果に基づいて講じた措

置」について、3つにまとめていただいております。この 3点については、いかがでしょうか。 
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村田副委員長：単純に漢字の間違いですが、①の最後の方で、「離職の一員」のところの「員」を、

原因の「因」に直していただきたいので、それだけ修正をお願いします。 

議長（山田委員長）：ありがとうございます。またのところからですね、①の最後の 2行、「また短期

間での異動が若手職員の離職の一員」の「員」を、原因の「因」に漢字の修正をしていただくとい

うことですね。ほかはいかがでしょうか。 

＜質疑・修正意見等なし＞ 

議長（山田委員長）：それでは、特にないようでしたら、ただ今御指摘いただいた漢字の誤字を修正

していただくということで、この後のまとめとさせていただきたいと思います。ありがとうござ

います。 

 

山田委員長：全体を通してということではないのですけれども、戻るようで申し訳ないですけども、

3ページの「県民や社会的ニーズへの対応」のところで一言だけ伝えたいことがあるので、お聞き

いただきたいのですけども。 ⑤の「環境保全分野においては公害問題への対処のみならず開発行

為による景観悪化や生物多様性などの課題もある」と、指摘したのが私なのですけれども、意図と

しては典型 7 公害を含め、保健環境センターさんは、健康管理、感染症対策あるいは公害対策を

ずっと手掛けてこられた中心的な役割の拠点なわけですけれども、今までは健康の問題あるいは

公害対応ということであったんですけれども、2000 年代以降、やはり生物の多様性とか、あるい

は水の分野においても水生生物に対するその環境基準値が設けられるなど、我々人間のその健康

とその水利用の問題だけではない、その他の生き物に対する環境対策も重視されてきました。直

接的にしろ、間接的にしろ、典型 7 公害由来でなんらかの影響を受ける野生生物も多いわけです

し、また昨今の熊被害を見ると、街中に出てくるということは、熊の体に住み着くマダニ由来をこ

のセンターでも検討された感染症の問題が、なんらかの形で伝わってくる可能性もやっぱり秘め

ているわけで、今までの保健環境センターが対象としてきた人の健康だけではない要素も徐々に

考えておかなければいけない問題なのかなと思っております。 だからと言って今限られた人員で、

そういった分野に手を広げて研究してくださいということを言っているわけではなくて、このセ

ンターからどういう情報を発信するのかというのがやっぱり大事なので、この保健環境センター

が培ってきた今までの知見や視点を加味しつつ、これからの社会ニーズに適した環境問題につい

ても触れて、積極的な情報発信を、県庁の中での横の繋がりを良くして、是非進めていただきたい

なというつもりで書いております。この文言の中だけでは表現できなかったところをちょっと補

足させていただきました。何か文章として加えたいという意図ではないのですけれども、せっか

く委員の皆さまがいらっしゃるところですので、意見を共有させていただきました。 

議長（山田委員長）：委員の皆さまから、何か全体的にこの取りまとめについて、御意見あるいは御

質問ございますでしょうか。 

＜質疑・修正意見等なし＞ 

議長（山田委員長）：それでは、非常に原案がよくまとまっていたかと思いました。後半の文言修正
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と誤字の修正だけで、最終的な答申にまとめられるということになりそうですので、本日の審議

では資料 2 の機関評価答申案から、大きな修正はないということですので、最終案の確認につい

ては、委員長の私に一任をさせていただいて、先ほどの御指摘いただいた修正の確認で終わらせ

るという手続きを進めてよろしいでしょうか 

＜異議なし＞ 

議長（山田委員長）：ありがとうございました。それでは、委員長の私に一任をいただいて、最終案

を私が確認をするということで、今後の手続きに入りたいと思います。ありがとうございます。 

 

（２） その他  

議長（山田委員長）：それでは、議題の最後、その他ですが、事務局で用意しているものはございま

すでしょうか。 

事務局：特にございません。  

議長（山田委員長）：ありがとうございます。それでは、委員の皆さまから何かございませんでしょ

うか。 

＜質疑等なし＞ 

議長（山田委員長）：ありがとうございます。それでは、無いようですので、議事を終了し、以後の

進行を事務局にお返しします。御協力ありがとうございました。 

 

４ 閉 会 

 

 


